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【
地
域
学
校
協
働
本
部
】 　
第
33
回

　
今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
は
、
地
域
再
編
と
セ
ッ
ト
で

あ
り
、
学
習
指
導
要
領
（
学
校
教
育
）
か
ら
分
析
を
は
じ
め

て
し
ま
う
と
全
体
像
が
見
え
な
く
な
り
ま
す
。「
社
会
に
開

か
れ
た
教
育
課
程
」
は
、
開
か
れ
た
先
に
〈
地
域
学
校
協
働

本
部
〉
が
あ
り
ま
す
（
社
会
教
育
法
改
正
）。

　
『
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進
に
向
け
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
』
が
で
き
て
お
り
、
様
々
な
事
例
と
と

も
に
、
も
は
や
学
校
へ
の
支
援
�

�

で
は
な
く
、
双
方

向
の
連
携
・
協
働

�

�

�

�

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
衆
院
選
で
議
席
が
伸
び
な
か
っ
た
党
の
知
事
は
、

東
京
都
や
大
阪
府
な
ど
に
専
念
し
、
安
倍
政
権
を
超

え
る
「
教
育
改
革
」
を
進
め
る
で
し
ょ
う
。
知
事
部

局
の
動
き
に
対
し
て
、
学
校
地
域
協
働
本
部
は
そ
の

〈
防
波
堤
〉
に
な
る
可
能
性
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
関
連
団
体
に
、
政
権
与
党
の
支
持
基
盤
の
団
体
や
利
潤

追
求
の
教
育
産
業
団
体
（「
お
友
だ
ち

�

�

�

�

の
団
体
」
も
）
が
関

わ
っ
て
く
る
問
題
、
ま
た
、
警
察
・
消
防
な
ど
と
の
関
係

で
「
平
和
安
全
法
制
」
へ
の
組
み
込
み
が
、
支
援
で
な
く

「
連
携
・
協
働
」
さ
れ
る
危
険
も
あ
り
得
ま
す
。

　
よ
か
れ
悪
し
か
れ
、「
授
業
補
助
」
を
切
り
口
に
、
学

校
教
育
本
体
、
教
育
内
容

�

�

�

�

�

�

に
「
連
携
・
協
働
」
が
及
ん
で

く
る
で
し
ょ
う
。

　
石
山
脩し

ゅ
う
へ
い
平
が
関
わ
っ
た
「
福
沢
プ
ラ
ン
」
の
福
沢
小
学

校
は
、
戦
前
の
「
報ほ
う
と
く徳
教
育
」
と
い
う
、
経
済
活

動
も
視
野
に
入
れ
た
郷
土
運
動
を
、
積
極
的
に
再

編
し
て
地
域
社
会
学
校
化
し
て
い
っ
た
面
が
あ
り

ま
す
。
生
活
教
育
も
現
代
的
な
地
域
運
動
化
を
構

想
し
た
い
も
の
で
す
。
退
職
し
た
生
活
教
育
実
践

家
は
、
ぜ
ひ
「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
」
に

な
る
こ
と
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）
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